
化学療法レジメン

病名

レジメン名（略語） R-CHOP

化学療法薬剤名・略語 1日投与量 投与時間 投与方法 1 2 3 4 5 6 7

リツキサン ３７５ｍｇ/㎡ 下記参照 Ｄｉｖ ↓

エンドキサン ＣＰＭ ７５０ｍｇ/㎡ ３ｈ Ｄｉｖ ↓

アドリアシン ＡＤＭ ５０ｍｇ/㎡ １ｈ Ｄｉｖ ↓

オンコビン ＶＣＲ １．４ｍｇ/㎡ 20m IV ↓

プレドニン ＰＳＬ 100ｍｇ/body ＰＯ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

１コース

総コース数

注意事項

オンコビンは２ｍｇ/ＢＯＤＹが上限。

腫瘍量が多い場合等CHOP単独療法施行後開始する。

エンドキサン等の投与に1日間隔を空けないことあり。

らに開始2時間後に２００ｍｇ/ｈ。2回目以降は初回副作用なければ１００ｍｇ/ｈから開始。

非ホジキンリンパ腫

リツキサン初回投与は２５ｍｇ/ｈから開始、1時間後副作用なければ開始1時間後に１００ｍｇ/hさ

レジメン登録番号　　　内科１

３週間隔を原則

６～８クール

リツキサンは１ｍｇ～２ｍｇ/mlに調製する。

リツキサン投与時、前投与薬としてポララミン６ｍｇおよびカロナール４００ｍｇを内服。

医長名　　　　　　　　　北野

DAY



化学療法レジメン

病名

レジメン名（略語） CHOP

化学療法薬剤名・略語 1日投与量 投与時間 投与方法 1 2 3 4 5

エンドキサン ＣＰＭ ７５０ｍｇ/㎡ ３ｈ Ｄｉｖ ↓

アドリアシン ＡＤＭ ５０ｍｇ/㎡ １ｈ Ｄｉｖ ↓

オンコビン ＶＣＲ １．４ｍｇ/㎡ 20m IV ↓

プレドニン ＰＳＬ 100ｍｇ/body ＰＯ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

１コース

総コース数

注意事項

DAY

非ホジキンリンパ腫 レジメン登録番号　　　内科２

３週間隔を原則

３～８クール

オンコビンは２ｍｇ/ＢＯＤＹが上限。



化学療法レジメン

病名

レジメン名（略語） リツキサン

化学療法薬剤名・略語 1日投与量 投与時間 投与方法 1 ・ 8

リツキサン ３７５ｍｇ/㎡ 下記参照 Ｄｉｖ ↓ ↓

１コース

総コース数

注意事項

らに開始2時間後に２００ｍｇ/ｈ。2回目以降は初回副作用なければ１００ｍｇ/ｈから開始。

1回/週×８その後６ヶ月毎4クール

　

リツキサンは１ｍｇ～２ｍｇ/mlに調製する。

DAY

Ｂ細胞性リンパ腫

リツキサン初回投与は２５ｍｇ/ｈから開始、1時間後副作用なければ開始1時間後に１００ｍｇ/hさ

レジメン登録番号　　　内科３



化学療法レジメン

病名

レジメン名（略語）

化学療法薬剤名・略語 1日投与量 投与時間 投与方法 1 2 3 4

メソトレキセート ＭＴＸ ２０mg/body ＰＯ ↓

ソルコーテフ 　 １００ｍｇ/body Ｄｉｖ ↓

オンコビン ＶＣＲ １ｍｇ/body Ｉｖ ↓

ラステット VPー１６ ２５mg/body ＰＯ ↓ ↓

ペラゾリン 　 ４００mg/body ＰＯ ↓ ↓

１コース

総コース数

注意事項

DAY

非ホジキンリンパ腫 レジメン登録番号　　　内科4

MXT-HOPE療法

２～４週毎に繰り返す



化学療法レジメン

病名

（寛解導入療法）

レジメン名（略語） ＩＤＲ＋ＡraーＣ

化学療法薬剤名・略語 1日投与量 投与時間 投与方法 1 2 3 4 5 6 7

イダマイシン ＩＤＲ １２ｍｇ/㎡ ３０ｍ Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓

キロサイド ＡraーＣ １００ｍｇ/㎡ ２４ｈ Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

１コース １４から２８日

総コース数 ２コース

注意事項 イダマイシンはダウノマイシンに比べて粘膜障害が強く発現し骨髄抑制が遷延する可能性あり。

Ａｒａ-Ｃは２～３回に分割して２４時間持続点滴投与

副腎皮質ホルモン剤は使用しないが制吐剤等は使用してよい

第一コースで寛解に到達しなければ第２コースを行う。原則的にＤＡＹ２８以降。ただし

１４以降で明らかに芽球増加認めれば早期に開始してよい。

DAY

急性骨髄性白血病 レジメン登録番号　　　内科５



化学療法レジメン

病名

（寛解導入療法）

レジメン名（略語） ＤＮＲ＋ＡraーＣ

化学療法薬剤名・略語 1日投与量 投与時間 投与方法 1 2 3 4 5 6 7

ダウノマイシン ＤＮＲ ５０ｍｇ/㎡ ３０ｍ Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

キロサイド ＡraーＣ １００ｍｇ/㎡ ２４ｈ Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

１コース

総コース数 ２コース

注意事項 Ａｒａ-Ｃは２～３回に分割して２４時間持続点滴投与

副腎皮質ホルモン剤は使用しないが制吐剤等は使用してよい

第一コースで寛解に到達しなければ第２コースを行う。原則的にＤＡＹ２８以降。ただし

１４以降で明らかに芽球増加認めれば早期に開始してよい。

DAY

急性骨髄性白血病 レジメン登録番号　　　内科6



化学療法レジメン

病名

（地固め療法）

レジメン名（略語）

化学療法薬剤名・略語 1日投与量 投与時間 投与方法

キロサイド ＡraーＣ ２ｇ/㎡ ３ｈ Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

１コース

総コース数 ３回

注意事項 ５００ｍｌに溶解し３時間で点滴。１２時間毎に繰り返す。

投与は原則好中球１５００/μｌ、血小板１０万/μｌ以上に回復した後１週間経過してから。

６０歳以上は１．５ｇ/㎡へ減量あり。

角膜炎予防のためリンデロン点眼を６時間おきに点滴終了２４時間後まで行う。

発熱、皮疹にはソルコーテフ１００ｍｇ投与。

急性骨髄性白血病 レジメン登録番号　　　内科7

ＡraーＣ大量療法

1 2 3 4 5

DAY



化学療法レジメン

病名

　　　（寛解導入療法）

レジメン
名（略
語）

CAG

化学療法
薬剤名・略
語

1日投与量 投与時間

投
与
方
法

・ ・ ・ ・

キロサイド ＡraーＣ １0ｍｇ/㎡/12ｈ

12時間
毎
連日28
回投与

S.C. 　↓↓↓↓↓↓↓↓↓・ ・↓↓↓↓↓↓・ ・↓↓↓

アクラシノンＡＣＲ

14ｍｇ/㎡
　（15～69歳）
10ｍｇ/㎡
　（70歳以上）

３０ｍ Ｄｉｖ 　↓

１コース 15日

総クール数 2

注意事項 Ｇ－ＣＳＦ　200μg/㎡/日を1-14日連日皮下注

DAY

5 15

（↓）

　　　急性骨髄性白血病 　　　　　　　　　　　　　レジメン登録番号　　　内科8

1 2 3 4

↓ ↓ ↓

8 14

（↓）

10

（↓）

9



化学療法レジメン

病名

レジメン名（略語）

化学療法薬剤名・略語 1日投与量 投与時間 投与方法 1 2 3 4 5

ラステット ＶＰ-16 ４０ｍｇ/㎡ １ｈ Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓ ↓

ランダ ＣＤＤＰ ２５ｍｇ/㎡ ２４ｈ Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓ ↓

キロサイド Ａｒａ-Ｃ ２ｇ/㎡ ３ｈ Ｄｉｖ ↓

ソルメドロール Ａｒａ-Ｃ ５００ｍｇ ３０ｍ Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

１コース ３から４週間

総コース数

注意事項 ＣＤＤＰ投与前には１０００ｍｌから２０００ｍｌの補液を４時間以上かけて行い十分な尿量を確保する。

Ｇ－ＣＳＦ　ＤＡＹ６以降好中球５０００/μｌ超えたら中止

DAY

悪性リンパ腫 レジメン登録番号　　　内科9

ＥＳＨＡＰ療法



化学療法レジメン

病名

レジメン名（略語）

化学療法薬剤名・略語 1日投与量 投与時間 投与方法 1 2 3

イホマイド ＩＦＭ １５００ｍｇ/㎡ ２ｈ Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓

パラプラチン ＣＢＤＣＡ ３００ｍｇ/㎡ １ｈ Ｄｉｖ ↓

ラステット ＶＰ-16 １００ｍｇ/㎡ １ｈ Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓

デカドロン ＤＥＸ ４０ｍｇ ２０ｍ Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓

ウロミテキサン　Ｍｅｓｎａ ３００ｍｇ/㎡×３３ｈ×３回 Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓

１コース ３週間ごと

総コース数

注意事項 ７０歳以上は薬剤量３０％減量

ﾒｽﾅはイフォスファミドのよる出血性膀胱炎の予防に投与する。十分な尿量確保、

尿のアルカリ化に留意する。

Ｇ－ＣＳＦをＤＡＹ4より使用が望ましい。

DAY

悪性リンパ腫 レジメン登録番号　　　内科10

ＤｅＶＩＣ療法



化学療法レジメン

病名

（地固め）

レジメン名（略語）

化学療法薬剤名・略語 1日投与量 投与時間 投与方法 1 2 3 4 5

キロサイド ＡraーＣ ２００ｍｇ/㎡ ３ｈ Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

ノバントロン MIT ７ｍｇ/㎡ ３０分 Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓

１コース ３週間ごと

総コース数

注意事項 キロサイドは１日量を２～３回に分割し２４時間持続点滴する。

DAY

急性骨髄性白血病 レジメン登録番号　　　内科１１

地固め第一　ＭＡ



化学療法レジメン

病名

（地固め）

レジメン名（略語）

化学療法薬剤名・略語 1日投与量 投与時間 投与方法 1 2 3 4 5

キロサイド ＡraーＣ ２００ｍｇ/㎡ ２４ｈ Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

ダウノマイシン ＤＮＲ ５０ｍｇ/㎡ ３０ｍ Ｄｉｖ ↓ ↓ ↓

１コース ３週間ごと

総コース数

注意事項 第一コース終了後可及的早期に開始する。原則的に好中球１５００/μｌ、

　白血球３０００/μｌ、血小板１０万/μｌ、以上となったら治療開始する。

骨髄抑制が非常に高度。

キロサイドは１日量を２～３回に分割し２４時間持続点滴する。

第二終了後血小板が１０万/μｌに回復しだいＭＴＸ（１５ｍｇ／ｂｏｄｙ）＋

　Ａｒａ－Ｃ（４０ｍｇ／body）＋ＰＳＬ（１０ｍｇ／body）の髄腔内注入を行う。

DAY

急性骨髄性白血病 レジメン登録番号　　　内科１２

地固め第二　ＤＡ


